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編集後記 
 前号のあたぼうステーショナリー新聞のこの
編集後記で、「馬鹿げた新製品」を作っている
という話を書いていたのですが、まさにそれが
今、現実のものとなろうとしています。 

 上の記事にもある通り、一生懸命、工場との
調整なども進めています。試作はほぼ思った通
りのものができています。しかし、量産してみ
るとちょっと違う！なんてことにならないかと
ドキドキしながら日々を過ごしております。 

 インスタライブでも話しているのですが、こ
れがあまりに馬鹿げた製品ような気がしており
まして、売れるのかどうか、、、一番それが不
安だったりいたします。 
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 お手紙リレーの第九期を実施

中ですが、6月21日の夏至までの

投函をもって終了となります。

まだ、ギリギリ間に合うので、

参加券が残っている方はぜひ、1

回くらいは参加してみてくださ

い。参加すると、その楽しさが

わかると思いますので。 

 ただ、既に「あたぼうステー

ショナリー切手」の配布は終了

しておりまして、そちらの期待

はできませんので、ご了承くだ

さいませ。お手紙待ってます。 

#お手紙リレー第九期 

もうすぐ終了 

 2022年は、じゃばらんだの新カテゴ

リである「ガントチャート」をつい先

日、発売しました。また、2023年版の

じゃばらんだも発表しております。

が、飾り原稿用紙関連については、

2022年はいまだ何の発表もしておらず

におります。 

 ただ、実は内々では、ある企業様か

らコラボレーションの企画があった

り、ある小売店様からオリジナルデザ

インを作りたいというオファーがあっ

たりしておりました（残念ながら、現

時点では未実現です）。 

 一方、新作については、私佐川のく

だらない思いつきに対して、デザイ

ナーのhoririum氏と監修者の小日向京

氏がノリノリでかぶさってきておりま

して(笑)、秘密の新製品として開発を

進めてきております。 

 製品のデザインについては既に完成

しておりまして、メインの部分につい

ては工場との調整もつき、今月中には

ある程度の完成品ができあがると踏ん

でおります。また、周辺部についても

概ね方向性は決まっておりまして、こ

ちらについても既に着手し、工場での

生産が進んでいる状況です。 

 かろうじて、7月に行われるFRATと

いうメーカー合同展示会には、サンプ

ル品を展示して発表できるのではない

かと期待しているところです。合同展

示会には一般ユーザーさんは入場でき

ませんが、当日は文具業界メディアや

ウェブメディア、インフルエンサーな

ども来場する予定です。それらのメ

ディアの方々が弊社の秘密の(馬鹿げ

た)新製品を面白がって取り上げてくだ

さればいいなぁと淡い期待を持ってい

るところです。詳細は待て！(笑) 

秘密の新製品、7月FRAT(メーカー合同展示会)で発表 

じ ゃ ば ら ん バ サ ダ ー 2023 

募集予告 
今年もじゃばらんだのユーザーさんの中から、

アンバサダーを募集したいと思います。発売す

る9月1日に向け、7月中には募集を開始して、8

月中旬には決定したいと考えています。少しお

待ちください。 

8月に認定するじゃばらんバサダーの方には、

じゃばらんバサダー用じゃばらんだ＋特製測量

野帳をプレゼン

トしますので、

お楽しみに。 

さて、今年はど

なたが選ばれる

でしょうか。 

あたぼうステーショナリー 

       使用者会を発足？ 
Twitterの新しい機能で、「コミュニティ」という機能が

あります。日本国内ではまだ利用できないアカウントも

あるようなのですが、弊社公式アカウントである 

@atabo_coltd 

では使えるので、「あたぼうステーショナリー使用者

会」と称したコミュニティを作成してみました。 

既に、30名ほどのユーザーさんが参加してくださってい

ますが、まだまだ募集中ですので、コミュニティ機能が

使えるTwitterアカウントをお持ちの使用者の皆様、ぜ

ひ、あたぼうステーショナリー使用者会のコミュニティ

をお探しになってみてください。使用実績がわかる写真

を弊社に伝えていただければ、コミュニティへの参加を

承認します！ 


